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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第74期

第３四半期
累計期間

第75期
第３四半期
累計期間

第74期　

会計期間

自平成24年
４月１日

至平成24年
12月31日

自平成25年
４月１日

至平成25年
12月31日

自平成24年
４月１日

至平成25年
３月31日

売上高（千円） 6,274,724 6,684,172 8,358,338

経常利益（千円） 149,184 395,965 228,477

四半期（当期）純利益（千円） 137,507 364,441 184,744

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － －

資本金（千円） 2,298,010 2,298,010 2,298,010

発行済株式総数（千株） 15,385 15,385 15,385

純資産額（千円） 1,043,352 1,532,985 1,129,591

総資産額（千円） 7,222,449 7,704,101 7,138,492

１株当たり四半期（当期）純利益金

額（円）
8.96 23.76 12.04

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － －

自己資本比率（％） 14.4 19.9 15.8

　

回次
第74期

第３四半期
会計期間

第75期
第３四半期
会計期間

会計期間

自平成24年
10月１日

至平成24年
12月31日

自平成25年
10月１日

至平成25年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額（円） 3.85 12.80

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　　　　　

２【事業の内容】

  当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会

社の異動もありません。

　なお、当社は、平成25年４月18日にPT.IKUYO INDONESIAを設立し子会社といたしましたが、四半期財務諸表に及ぼ

す影響が軽微であり、現時点では重要性がないため、非連結子会社としております。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　　 当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　　 また、当第３四半期累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて、重要な

変更はありません。

　　　

　

２【経営上の重要な契約等】

 当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

 

(1)　経営成績

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、円安や株価の上昇を背景として個人消費が底堅く推移し、企業

収益の改善とともに景気の足取りが堅調に推移いたしました。一方で、新興国の成長鈍化、円安による輸入資材・

原油等の価格上昇、消費税率引上げ決定など、先行きは不透明な状況が続いております。

　当社の関係する自動車業界では、各自動車メーカーの競争環境が変化するなか、品質はもとより、コストの大幅

な削減、生産改革、海外新興国需要の取り込み等、当社を取り巻く事業環境は厳しい状況にあります。

　このような状況のなか、当第３第四半期累計期間における業績は、国内経済の景況感が上昇するなかで、各自動

車メーカーの生産台数も堅調となり、当社の主要取引先の受注も好調に推移し、売上高6,684百万円（前年同期比

6.5％増加）となりました。収益面では、主要品目の増産により利益率が改善し、原価低減活動による収益力の強

化などの相乗効果もあり、営業利益437百万円（前年同期比98.2％増加）、経常利益395百万円（前年同期比

165.4％増加）、四半期純利益364百万円（前年同期比165.0％増加）となりました。

　

(2)　財政状態

　当第３四半期会計期間末の総資産は7,704百万円となり、前事業年度末に比べ565百万円増加いたしました。流動

資産は3,426百万円となりました。主な内訳は、現金及び預金（275百万円）、受取手形及び売掛金（174百万円）

が増加したこと等です。固定資産は4,277百万円となり81百万円増加いたしました。主な要因は、有形固定資産の

新規取得金型の増加等により21百万円、投資その他の資産に含まれている、投資有価証券の時価評価の上昇等によ

り62百万円の増加となったことです。負債合計は6,171百万円となり、前事業年度末に比べ162百万円増加いたしま

した。流動負債は5,479百万円となり、2,583百万円増加いたしました。主な要因は、長期借入金からの振替等によ

り、1年内返済予定の長期借入金（2,194百万円）が増加したこと等です。固定負債は691百万円となり、2,420百万

円減少いたしました。主な要因は、１年内返済予定の借入金の振替等により、長期借入金（2,406百万円）が減少

したこと等です。純資産は1,532百万円となり、前事業年度末に比べ403百万円増加いたしました。主な要因は利益

剰余金（364百万円）、その他有価証券評価差額金（39百万円）が増加したこと等です。  

　

(3)　重要事象等について　

　該当事項はありません。

　

(4)　対処すべき課題

　当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5)　研究開発活動

　当第３四半期累計期間の研究開発費総額は５百万円です。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 15,385,000 15,385,000
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数　

　1,000株

計 15,385,000 15,385,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（千株）

発行済株式総
数残高

（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年10月１

日～　

平成25年12月31

日　

－ 15,385 － 2,298,010 － 2,323,426

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

　　　①【発行済株式】

 平成25年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   　44,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　15,305,000 15,305 －

単元未満株式 普通株式   　36,000 － －

発行済株式総数 15,385,000 － －

総株主の議決権 － 15,305 －

 

②【自己株式等】

 平成25年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社イクヨ
神奈川県厚木市上依知

３０１９番地
44,000 － 44,000 0.29

計 － 44,000 － 44,000 0.29

 

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。　　　
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成25年10月１日から平成25

年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、清和監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

　当社は平成25年４月18日に51％子会社（PT.IKUYO INDONESIA）を設立しましたが、同子会社は設立して間がなく、

当第３四半期会計期間末（平成25年12月31日）現在、事業活動を開始しておりません。従って「四半期連結財務諸表

の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当企業集団の財政状

態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいため、連結財務

諸表を作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次の通りであります。

　　資産基準　　　　0.7％

　　売上高基準　　　 －％

　　利益基準　 　 0.5％

　　利益剰余金基準　0.1％　
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 552,514 827,654

受取手形及び売掛金 1,855,822 2,030,640

商品及び製品 94,034 97,734

仕掛品 74,568 77,256

原材料及び貯蔵品 177,981 167,418

その他 187,487 225,565

流動資産合計 2,942,407 3,426,270

固定資産

有形固定資産

建物 3,982,073 3,983,014

減価償却累計額 △3,089,838 △3,134,442

建物（純額） 892,235 848,571

工具、器具及び備品 22,963,139 23,313,986

減価償却累計額 △21,896,442 △22,168,632

工具、器具及び備品（純額） 1,066,697 1,145,354

土地 1,323,470 1,323,470

その他 4,325,595 4,297,626

減価償却累計額 △4,031,619 △4,017,388

その他（純額） 293,978 280,238

有形固定資産合計 3,576,381 3,597,634

無形固定資産 28,817 29,096

投資その他の資産

その他 595,019 651,099

貸倒引当金 △4,133 －

投資その他の資産合計 590,886 651,099

固定資産合計 4,196,084 4,277,830

資産合計 7,138,492 7,704,101

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,455,639 1,766,969

短期借入金 600,000 480,000

1年内返済予定の長期借入金 425,600 2,619,680

未払法人税等 32,007 19,855

賞与引当金 56,977 39,340

その他 326,548 554,100

流動負債合計 2,896,772 5,479,946
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（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成25年12月31日)

固定負債

長期借入金 2,406,880 －

退職給付引当金 610,520 579,108

その他 94,727 112,060

固定負債合計 3,112,128 691,168

負債合計 6,008,900 6,171,115

純資産の部

株主資本

資本金 2,298,010 2,298,010

資本剰余金 2,323,426 2,323,426

利益剰余金 △3,649,801 △3,285,359

自己株式 △8,960 △9,058

株主資本合計 962,675 1,327,018

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 166,916 205,966

評価・換算差額等合計 166,916 205,966

純資産合計 1,129,591 1,532,985

負債純資産合計 7,138,492 7,704,101
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

売上高 6,274,724 6,684,172

売上原価 5,323,736 5,520,380

売上総利益 950,988 1,163,792

販売費及び一般管理費 730,471 726,746

営業利益 220,517 437,046

営業外収益

受取利息 322 308

受取配当金 9,827 10,857

助成金収入 1,233 1,393

金型精算差益 3,804 11,417

その他 10,112 11,157

営業外収益合計 25,301 35,134

営業外費用

支払利息 89,912 74,527

その他 6,721 1,686

営業外費用合計 96,633 76,214

経常利益 149,184 395,965

特別利益

固定資産売却益 458 －

補助金収入 8,923 －

抱合せ株式消滅差益 7,659 －

特別利益合計 17,041 －

特別損失

固定資産売却損 － 58

固定資産除却損 2,933 5,039

固定資産圧縮損 8,923 －

その他 751 －

特別損失合計 12,608 5,097

税引前四半期純利益 153,618 390,868

法人税、住民税及び事業税 16,110 26,426

法人税等合計 16,110 26,426

四半期純利益 137,507 364,441
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

　　四半期会計期間末日満期手形

　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、当四

半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が四半期会計期間末日残高

に含まれております。

前事業年度
（平成25年３月31日）

当第３四半期会計期間
（平成25年12月31日）

　　受取手形 219,832千円

　　支払手形 183,394千円

　　設備関係支払手形 33,324千円

　　 212,903千円

　　 208,540千円

　　 21,079千円

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。　

　

前第３四半期累計期間
（自　平成24年４月１日

　　至　平成24年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成25年４月１日

　　至　平成25年12月31日）

　減価償却費 524,534千円 　減価償却費 413,198千円 

　

　

（株主資本等関係）

　１．配当に関する事項

　該当事項はありません。

２．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社は、日本を単一のセグメントとして運営しており、これ以外に報告セグメントがないため、記載を省

略しております。

　　

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期累計期間

（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 8円96銭 23円76銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 137,507 364,441

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 137,507 364,441

普通株式の期中平均株式数（千株） 15,341 15,340

（注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。　　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成26年２月10日

株式会社イクヨ

取締役会　御中

清和監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 川田　増三　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 大塚　貴史　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社イクヨ

の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの第75期事業年度の第３四半期会計期間(平成25年10月１日から平成25年

12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成25年４月１日から平成25年12月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正

に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社イクヨの平成25年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了す

る第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期財務諸表の範囲には、ＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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